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〔委員会報告〕
平成28年度千葉大学看護学部公開講座
「認知症の人とどう向き合うか」
小宮山政敏 野﨑 章子 今村恵美子 杉田由加里 中山登志子
Ⅰ．公開講座の実施
千葉大学看護学部による社会貢献の一環とし
て，平成28年12月４日（日）に千葉大学看護学部
第二講義室において公開講座を実施した．本年度
は「認知症の人とどう向き合うか？」を共通のテー
マとした．午前中（10:00～11:30）は一般市民を
対象に，高齢社会実践看護学分野老人看護学専門
領域助教の戸田由利亜先生から「認知症を抱える
人々と共に過ごすことを考える」という講義をし
ていただいた．午後（13:30～15:30）は専門職者
を対象に，地域創成看護学分野訪問看護学専門領
域教授の諏訪さゆり先生から「認知症の人の生活
障害の理解とケア―BPSDの再考をふまえて―」
という講義をしていただいた．それぞれの講義終
了後にアンケートを実施した．
公開講座は例年10月に実施しているが，平成28
年度は12月の開催となった．また専門職向け講座
は例年有料で実施しているが，平成28年度は受講
料納入のための期間に余裕がなかったため無料で
実施した．
Ⅱ．一般向け講座のアンケート結果
一般向け講座の参加者は32名で，全員からアン
ケートの回答が得られた．参加者の年代は10代と
40代がそれぞれ８名，次いで20代が７名，50代と
60代が４名ずつ，30代が１名であった．住まいは
千葉市内と千葉市以外の千葉県内がそれぞれ12
名，千葉県外が８名であった．千葉県外の内訳は
東京都，横浜市，静岡県，栃木県などであった．
公開講座を何から知ったか（複数回答可）につ
いては，前年度と同様に看護学部ホームページか
らが10名で最も多く，一般市民に対してはホーム
ページが重要な広報媒体であることが考えられ
た．次いでチラシからが９名，高等学校からが５
名であり，その他も８名あった．
受講の決め手（複数回答可）についてはテーマ
が26名と最も多く，次いで開催場所（12名），料
金が無料であること（９名），開催日時（５名），
講師（４名）が挙げられていた．
満足度については，「満足」16名と「まあ満足」
８名で有効回答の96％を占め，多くの方に満足し
ていただけた．内容がわかりやすかったか，内容
について興味・関心が持てたかについては，「そ
う思う」が25～26名，「少しそう思う」が4名と高
い評価が得られた．講義時間の長さは適切か，質
疑応答時間は十分かについては，「そう思う」が
19名，「少しそう思う」が８～10名であった。ま
た，開催日時は適切か，会場の設備・環境は整っ
ていたかについては，「そう思う」が24～25名，
「少しそう思う」が５名であり，これも高評価を
得られた．
今後希望するテーマについては，「認知症」に
ついてさらに詳しく，具体的に，社会的な展望等
についても知りたいという要望があった．他には
「その時社会で問題になっているテーマ」「災害
看護」などが挙げられていた．
Ⅲ．専門職向け講座のアンケート結果
専門職向け講座の参加者は64名で，全員からア
ンケートの回答が得られた．参加者の年代は40代
が28名と最も多く，次いで50代以上，20代，30
代の順にそれぞれ13名，12名，11名であった．保
有資格（複数回答可）については，看護師が51名
と圧倒的に多かった．他には保健師（７名），准
看護師（１名），介護職（４名），福祉職（１名）
などが挙げられていた．住まいについては，千葉
市内が18名，千葉市以外の千葉県内が28名，千葉
県外が18名であった．千葉県内の内訳としてはほ
ぼ全域が含まれていたが，柏，松戸，野田方面は
含まれていなかった．千葉県外の内訳としては，
東京都が13名，他には横浜市，茨城県等があった．
公開講座を何で知ったか（複数回答可）につい
ては，チラシが27名，上司が22名，友人・知人が
13名で多くを占め，専門職者への広報はこれらの
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媒体が有効であることがわかった．一方，ホーム
ページは一般市民には有力な広報媒体であった
が，専門職者では８名と比較的少なかった．
受講の決め手（複数回答可）については，テー
マをあげた方が61名（95％）であった．次いで多
かったのが料金で，29名（45％）の方が決め手と
して挙げていた。平成28年度は都合により無料で
実施したため（例年は2,000円徴収），それが参加
の決め手の一つになったものと思われる．実際，
参加者は前年度の２倍にのぼり，無料での実施は
参加者増加に貢献したものと思われる．その他の
決め手としては，日時，場所，講師を挙げた方が
それぞれ22名，17名，14名あった．
満足度については，「満足」が32名，「まあ満足」
が９名で，両者を合わせると有効回答の98％を占
めた．講義のわかりやすさ，資料のわかりやすさ，
講義時間の長さ，質疑応答時間の長さ，話の聞き
取りやすさ，開催日時の適切さ，会場の設備・環
境についても，大いに高評価が得られた．しかし
ながらその中で，講義時間の不足を指摘した方が
８名（有効回答の13％）いた．それらの方の自由
記述を見ると，「スライドの場面がもう少し長く
てもよかったです．時間もっと長くても大丈夫で
す．」「時間が２時間では短かった．もう少しゆっ
くり話をききたかった．」「無料でなくてもいいの
で，諏訪先生の他の講義もききたいです．」など
のコメントが寄せられていた．それ以外の方々も，
もう少し時間が長くても大丈夫，もっと聞きたい，
というようなコメントが比較的多く見られた．専
門職向け講座の場合，職場に活かすための知識を
求めて参加する方が多いので，講義90分，質疑応
答30分では短いのかもしれない．
自由記述の回答では，「勉強になりました」「わ
かりやすかった」などのコメントとともに，感謝
の言葉が多く見られた．今後のテーマとしては，
「BPSDの対応事例，対応策など」「BPSDの治療
に一時的に使用する薬剤について」等，さらに踏
み込んだ内容を求める声があがっていた．
Ⅳ．おわりに
平成28年度の公開講座は前年度よりも多くの参
加者があり，ほとんどの方から「満足」の回答が
寄せられた．一方，専門職向け講座では「時間が
もう少し長くてもよい」という要望が寄せられた．
ここでは割愛したが，他にも多くの意見や希望が
寄せられているので，それらを参考にさらに有益
な公開講座を実施していくことが必要と思われ
る．
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